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Abstract

It is important to raise theoretical explanation power to a child. This research is that execution research.

The first item described educational value. By the 2nd item, in order to gain explanation power, it was explained

that it was important to raise problem-solving thinking and each thinking. The 3rd item is a point which writes

the sentence of explanation. Important points are correctness, and clear and accuracy. The 4th item is the

importance of a technical lesson plan. A gradual lesson plan is required. The 5th item is unit educational

guidance.

The lesson method which raises explanation power was shown. The 6th item is a conclusion. By organizing

synthetic language activities from now on, it is important to raise the power of developing into a life.

Key words：Theoretical explanation power 論理的説明力
Theoretical explanation power is synthetic language capability. 論理的説明力は総合的
な言語能力
Importance of skill instruction スキル指導の重要性
Practical use of a model sentence モデル文の活用
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１ はじめに

２００３年７月，経済協力開発機構（OECD）実施に

よる PISA型読解力調査の結果，日本の生徒の学力

は前回の２０００年より低下していることが明らかに

なった。PISA型読解力とは，「自らの目標を達成し，

自らの知識と可能性を発達させ，効果的に社会に参

加するために，書かれた文章や資料を理解し，熟考

する能力」と定義されている。つまり，この PISA

型読解力調査は，習得した言語能力を実生活の中で

波及・応用する力が育っているのかといった内容の

調査だといってよい。

この低下した調査の結果を受けて，文部科学省は

次の３点を課題としてまとめている。

� 思考力・判断力・表現力や記述式問題，知

識・技能を活用する問題に課題がある。

� 読解力で成績分布の分散が拡大しており，そ

の背景には家庭での学習時間などの学習意欲，

学習習慣・生活習慣に課題がある。

� 自分への自信の欠如や自らの将来への不安，

体力の低下といった課題が見られる。１）

この分析課題を受けて，中央教育審議会が平成２０

年１月に答申を行った「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善に

ついて」における国語科の改善の基本方針では，「国

語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育て

るとともに，実生活で生きてはたらき，各教科等の

学習の基本ともなる国語の能力を身に付けること」

「我が国の言語文化を教授し継承・発展させる態度

を育てることに重点を置いて内容の改善を図る。」

が示された。さらに続けて，次のように示されてい

ることは注目に値する。

「特に，言葉を通して的確に理解し論理的に思考

し表現する能力，互いの立場や考えを尊重して言葉

で伝え合う能力を育成することや，我が国の言語文

化に触れて感性や情緒をはぐくむことに従事す

る。」（傍線は筆者）２）

この「言葉を通して的確に理解し論理的に思考し

表現する能力の育成」については従来からも叫ばれ

ていたことではあるが，現在の児童生徒に論理的思

考力・論理的表現力が貧弱な実態を受けて，危機感

をもって示されているといってよいであろう。この

論理的思考力と論理的表現力とは表裏一体の関係に

あり，論理的思考力の裏打ちなくして論理的表現力

が高まることはない。つまり，両者は「思考力」に

関わる内面の力と，その内面の力を言葉として外面

化し，道筋の通った表現にしていくといった関係に

あるものとして捉えられる。

OECD調査結果からも明らかなように，我が国の

児童生徒に言えることは知識を習得することは得意

であるが，思考力が弱いということである。中でも

論理的思考力が極端に弱いのである。

平成２３年からの学習指導要領の完全実施を受けて，

今，国語教育界では，論理的思考力をどう解釈すれ

ばよいのか，そして，小学校現場でどのような実践

を行えば，学力として定着するのか，ということが

大きな課題となっている。この論理的思考力を培う

ために，新小学校学習指導要領では「話すこと・聞

くこと」「書くこと」「読むこと」といったすべての

領域に「説明」という言葉が明示された。これは，

今後の実践において，それぞれの言語領域が相互に

関わり合いながら「論理的説明力」を育成すること

の重要性を指摘しているといえる。

児童が自分の思いを説明する文章を書くためには，

相手の知らないこと，気づかない事象・できごと等

を取り上げ，取材し，整理・構想し，文章化すると

いった一連のプロセスを経ることになる。そうする

ことにより，説明したい内容を読み手に理解や納得

へと導くことができるのである。こうした一連の学

習指導を展開する中で，指導者は，今までどちらか

というと「書く能力」にのみ力を入れた指導を行っ

てきた傾向にあったのは事実である。しかし，今後

は，「書く」ことを中核に据えながらも「話す・聞

く能力」，「読む能力」などといった諸言語能力をも

視野に入れながら学習活動を組織することが重要に

なる。そういう意味では，論理的説明力の育成は「話

す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」から構成さ

れる総合的な言語能力だといってよい。

今後，児童に要請されていることは，実生活の中

で，ある問題事象に直面したときに，問題解決的思

考を行うとともに，他の人に正しく説明し，理解・

納得に導くことのできる力を発揮できるようになる

ことである。この学力を育成することはまた，日常

の中でいろいろな疑問点，問題点にぶつかったとき

に，自分なりに論理的に考えるとともに，問題解決

的思考を行い，自らを磨いていくための大きな力に

もなる。この論理的説明文を書かせる指導の重要性

については，木原茂氏（１９８３年）もその著書の中で

次のように述べている。

「説明文を書かせるということは，明晰で理知的
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な思考力を養うということにもつながっていき，作

文教育における重要な領域であるということができ

る。また，理知的思考力の育成という点から考えて

みて，こうした説明文を書く能力を育成することは，

これからの作文教育における重要な課題の一つであ

る。」３）

氏も指摘しているとおり，従来，説明文を書かせ

ることの指導の重要性は叫ばれていたにもかかわら

ず，今まで十分な授業展開がなされていなかったこ

とは事実である。

本研究は論理的思考力と論理的説明力との関係性

を明らかにするとともに，今後の小学校作文指導に

おいて，論理的説明力を育成するための視点やその

ための系統性に立つ指導の方策なども提言したいと

考えている。このことは，「生きる力」の育成と関

わって従来の国語科授業の転換をねらうことであり，

実生活に波及・応用できる学力の育成方法を明らか

にすることでもある。

２ 「論理的説明文を書く」の中核的学力は
問題解決的思考力と個性的思考力

国語科における「論理的思考」のとらえを国語教

育大辞典（１９８８年刊）や井上尚美氏の論（２００７年）

をもとに考えれば，「論証の形式を整えていて，分

析，総合，抽象，比較，関係付けなどといった概念

的思考」というようにまとめることができる。４）

本研究ではこの考えを基にしながら論を進めていく

ことにする。では，この論理的思考力の育成は，国

語科教育の中でどのように位置づけられ，どのよう

に分類されてきたのか，また，論理的思考力と論理

的説明力との関係はどのように考えたらよいのか，

論理的思考力を育成することは児童のどのような学

力向上を意図するのか等について考えを進めたい。

ここでは国語教育の第一人者として牽引されている

野地潤家氏の論をもとに考察していきたい。

野地潤家氏は国語科教育において，その著の中で，

思考力の育成を目指すとき，その中枢には「要素的

思考力」「論理的思考力」「形象的思考力」が見出さ

れると述べられ表１のようにまとめている。５）

そしてこれら三つの思考力（�，�，�）は総合
的思考力のもとに，創造的思考力を生み出すものと

して機能すると捉えている。

野地氏のこのような分類は思考力及び論理的思考

力という概念が，必ずしも統一されているとはいえ

ない国語教育界にあって，言語活動の領域と関わら

せながら思考力を分類・整理したという意味で大き

な価値がある。

本研究では，「話す・聞く」と「読む」領域とは

直接，関係しないので言及はしないようにする。野

地氏は「書く」という領域では「問題解決的思考力」

と「個性的思考力」という両学力が関わると述べて

いる。書き手が「読み手に論理的に説明する文章を

書く」動機として考えられることは，「読み手の知

らないことや不十分な点を説明文書きを通して相手

に理解，納得してもらいたい」ということであり，

書き手の強い願いに支えられている。だからこそ，

書き手自身が自分なりの言葉を活用し，段落を考え，

中心を考え，構成を考えながら論理的に文章表現を

するのである。このように考えたとき，野地氏の述

べている「問題解決的思考力」と「個性的思考力」

の育成が中核的学力だということが頷けるのである。

筆者は，このような野地氏の論に共鳴し，論理的説

明力を育成するためには「問題解決的思考力」と「個

性的思考力」の育成にあるという立場から理論及び

授業の組み立てを考えることとする。

では，この「問題解決的思考力」と「個性的思考

力」についてはどのようにふまえればよいのであろ

うか。野地氏はその著の中で「問題解決的思考力」

と「個性的思考力」について，次のように述べてい

る。

「『書くこと』における問題解決的思考力とは，問

題の措定，資料の収集，仮説の設定，推理，論証，

問題の解決を構成要素とし，これらの要素をもとに

自らの言葉で書き表していく力である。また，個性

的思考力については，自己に正直に，自己を大事に

して，真実をめざし，素直に書き表していくことが

根本姿勢である。だからこそ，他者の表現・思考の

単なる模倣でなく，自己の思考・自己の表現を育て

ていくことになり，これが個別的（個性的）表現と

なっていく。」６）

表１ 思考力の分類と論理的思考力の分析

出典 （野地潤家「国語学力としての論理的思考力－戦後の実践
に欠けていたもの」『教育科学国語教育』１９８７年NO３８５）
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現在，小学校の学習指導要領では，「話すこと・

聞くこと」「読むこと」「書くこと」という言語活動

の密接な関連を図りながら「考える力」を中核とし，

話表力・聴解力・理解力・表現力・伝え合う力など

という言語能力を総合的に高めていくことが求めら

れている。したがって「論理的な説明文を書く」と

いう授業を構想する際にも，児童の主体的な取り組

みを基盤としながらも，野地氏のいう問題解決的思

考力の育成や個性的思考力の育成ははずせない重要

な視点となるであろう。

３ 「論理的説明文」を書くためのポイント

説明文のとらえについては「国語教育指導用語辞

典」（２００７年）には次のように書かれている。

「書き手がある内容（知識，情報など）を，それ

について知りたいと思っている人に要点を整理して，

話の筋道をつけながら説いて明かす文章である。」７）

したがって，この種の文章は，日常生活において

も，例えばいろいろな催し物の案内，新聞，雑誌の

解説文や製品，器具の取り扱い説明など非情に幅広

く見られる。また，児童生徒の身の回りにおいても，

教科書の説明的文章，読書案内，各種ゲームの遊び

方，プラモデルの組み立て方など多くを目にふれる

ことができる。これらは説明を要求している者に

とっては必要不可欠なものになる。読む者から書く

者へと立場を変えれば，説明文は書き手の考えをも

とにして書かれるのはもちろんであるが，それが主

観的に流れていくのではなく，できるだけ客観的な

立場から多くの人に合意を得られたり，納得しても

らうことができるように記述することが重要となる。

したがって，書き手は客観的な事実を羅列するので

はなく，事実に対して自分なりの見方・考え方を確

立し，その考えを知的操作を通しながら筋道立てた

構成にし，表現することが大切となる。説明文を書

くということは，問題解決的思考力や個性的思考力

などを育成する，大切な言語活動であり，相手意識

に立ち，相手を理解・納得に導くための論理的文章

表現力を育成するという両面から，児童を成長させ

ていくという重要な言語活動である。

論理的説明文を書くにあたっての重要なポイント

を筆者は表２のように考えている。

説明文を書くということは，前述した通り，読み

手の疑問に応え，その要求にかなうことが前提条件

になる。したがって，書いたとしても相手が意味理

解ができない，納得してもらえないでは説明したこ

とにならない。大切なことは相手に理解させ，納得

させるためには，「メッセージを正しく伝える」（正

確性），「メッセージが疑問に答えるのに的確であ

る」（的確性），「メッセージが相手に明確に伝わる」

（明確性）ということが必要なのである。このこと

は換言すれば，「話を整理して構造化」することで

あり，「論理的思考に裏打ちされた論理的表現を目

指す」ということとも重なる。この正確性，的確性，

明確性を生み出すために

は表３に示しているよう

な学力の育成が重要にな

る。

こうした正確性，的確

性，明確性を生み出すた

めの学力を位置づけると

ともに，小学校学年系統

表と関連づけ，体系化し

たものが表４である。

この表はまだ試案の域

を出ないが，論理的説明

文を書くためには，「情

報収集能力」「情報選材

能力」「情報統合能力」

「情報分析・整合能力」

「情報交信能力」と連動

して育成する必要がある。

表２ 説明文指導のポイント

１ どんな内容について説明するのか。
（ 説 明 内 容 の 把 握 ）

２ だれに向けて書くのか。
（ 読 み 手 の 把 握 ）

３ どんな方法・態度で説明するのか。
（ 文 章 構 成 ）

４ どのような用語・表現を用いて説明
するのか。
（ 叙 述 ）

○ 内容を正確に把握する。
・ 説明しようとする知識・情報を
十分に把握していること。

○ 読み手を念頭に入れる。
・ 読み手の疑問に答え，その要求
にかなうようにする。

○ 構成をすっきりする。
・ よく分かるように論述するため
には，「何から書き始め，どう展
開させ，最後にどうまとめるか」
という論展開がすっきりしている
こと。

○ 平明な語句・表現にする。
・ 段落を適度に設ける。
・ 接続語を効果的に用いる。
・ 順序を表す言葉を用いる。
○ 図表・資料，具体例を適度に効果
的に挿入する。
○ 客観的事実と書き手の意見とを明
瞭に分けて記述する。
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これらの学力は学年発達段階を

考慮して系統化することが大切

となるが，これらの学力と関連

して，いわば人間力ともいえる

学力に通じるものとして，今後，

明らかにしていきたいと考えて

いる。

表３ 自己論理の正確性・的確性・明確性を生み出す学力

情報交信能力 情報分析・整合能力 情報統合能力 情報選材能力 情報収集能力 学
年

○

声
の
大
き
さ
、
姿
勢
、
速
さ

に
注
意
し
、
は
っ
き
り
し
た

発
音
な
ど
を
考
え
て
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
。

○

質
問
や
応
答
を
通
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
を
ま
と

め
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
。

○

友
だ
ち
の
話
の
大
体
を
理
解

し
、
自
分
な
り
の
考
え
を
言

葉
遣
い
に
気
を
つ
け
て
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

メ
デ
ィ
ア
か
ら
言
語
情
報
を

選
ん
で
話
し
合
っ
た
り
、
話

題
に
沿
っ
た
簡
単
な
情
報
を

発
信
し
た
り
で
き
る
。

○

一
つ
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

○

大
事
だ
と
思
う
情
報
の
概
略

を
自
分
な
り
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

○

調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
、
簡

単
な
絵
や
グ
ラ
フ
な
ど
に
表

す
こ
と
が
で
き
る
。

○

ま
と
め
た
内
容
を
読
み
返
し
、

不
要
な
も
の
や
過
ち
な
ど
に

気
付
き
、
正
す
こ
と
が
で
き

る
。

○

集
め
た
情
報
の
簡
単
な
分
類

や
仕
分
け
を
し
、
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○

集
め
た
情
報
に
自
分
の
考
え

を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

○

い
く
つ
か
の
情
報
を
結
び
付

け
て
考
え
、
自
分
な
り
の
考

え
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

○

全
体
を
見
通
し
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
て
い
る
か
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

集
め
た
情
報
が
必
要
か
ど
う

か
考
え
、
順
序
だ
て
て
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

○

五
感
を
用
い
て
、
情
報
の
類

似
や
相
違
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
る
。

○

必
要
の
な
い
サ
イ
ト
に
は
ア

ク
セ
ス
し
な
い
。

○

見
聞
し
た
り
体
験
し
た
り
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

自
分
に
必
要
な
情
報
を
幅
広

く
さ
が
し
、
大
ま
か
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

五
感
を
用
い
て
、
興
味
関
心

の
あ
る
こ
と
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

低

学

年

○

そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
、
適

切
な
音
量
や
速
さ
、
強
弱
間

の
取
り
方
が
で
き
る
。

○

情
報
の
中
心
や
要
点
を
メ
モ

し
た
り
、
関
係
付
け
た
り
し

な
が
ら
交
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

○

情
報
の
中
心
点
を
類
推
、
把

握
し
、
自
分
な
り
の
意
見
を

筋
道
だ
て
て
簡
潔
に
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ

デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
的
確
に

読
み
取
り
、
中
心
点
の
明
確

な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○

一
つ
の
情
報
を
関
連
性
の
あ

る
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
調

べ
、
事
例
等
を
挙
げ
て
論
理

に
整
合
性
を
も
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

○

自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
た

め
に
、
段
落
相
互
の
関
係
把

握
を
行
い
、
中
心
点
を
明
確

に
し
て
分
析
的
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

○

調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
、
絵

図
や
二
次
元
の
表
、
諸
グ
ラ

フ
、
関
係
図
な
ど
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

○

ま
と
め
た
内
容
の
中
心
点
に

照
ら
し
て
過
ち
を
正
す
こ
と

が
で
き
る
。

○

情
報
の
分
類
、
仕
分
け
を
行

い
、
情
報
源
や
見
出
し
、
目

次
等
に
整
合
性
を
も
た
せ
て

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

諸
情
報
の
操
作
読
み
を
行
い
、

情
報
を
精
選
し
て
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

○

集
め
た
情
報
に
自
分
で
目
次

や
見
出
し
を
つ
け
、
自
己
観

点
に
基
づ
い
て
情
報
操
作
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○

全
体
を
見
通
し
、
中
心
点
の

明
確
さ
を
確
か
め
る
。

○

集
め
た
情
報
か
ら
必
要
な
も

の
と
不
要
な
も
の
と
を
弁
別

し
な
が
ら
選
択
で
き
る
。

○

必
要
な
情
報
を
要
約
し
、
簡

単
な
図
や
表
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○

必
要
な
材
料
を
選
択
す
る
際
、

不
要
で
有
害
な
情
報
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、
ア
ク
セ
ス

は
し
な
い
。

○

自
分
に
必
要
な
情
報
を
さ
が

し
、
要
点
を
メ
モ
し
た
り
、

感
想
・
意
見
を
も
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○

目
的
に
照
ら
し
、
図
書
館
等

を
利
用
し
た
情
報
収
集
が
で

き
る
。

○

情
報
の
中
心
を
つ
か
み
、
表

や
グ
ラ
フ
を
的
確
に
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

中

学

年

○

構
成
を
工
夫
し
な
が
ら
、
場

に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い

で
、
建
設
的
な
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

情
報
発
信
相
手
の
立
場
や
考

え
方
を
尊
重
し
、
目
的
に
応

じ
た
根
拠
あ
る
交
信
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○

情
報
を
構
造
的
に
把
握
し
、

問
題
、
批
判
点
な
ど
を
論
理

的
に
述
べ
た
り
、
主
張
点
を

類
推
し
た
り
で
き
る
。

○

多
様
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
価

値
的
情
報
の
的
確
な
受
発
信

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

一
つ
の
情
報
を
自
分
で
決
め

た
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
関

係
付
け
な
が
ら
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

○

自
分
の
決
め
た
観
点
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
必
要
な
情
報

を
構
造
的
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

○

調
べ
た
こ
と
を
関
係
付
け
、

構
造
図
、
円
グ
ラ
フ
、
帯
グ

ラ
フ
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
な

ど
多
様
な
方
法
を
駆
使
し
て

表
す
こ
と
が
で
き
る
。

○

目
的
に
照
ら
し
、
効
果
的
な

ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
か
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

○

多
岐
に
わ
た
る
情
報
を
目
的

別
に
分
類
、
仕
分
け
を
し
、

効
率
性
、
整
合
性
を
考
え
た

整
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

と
ば
し
読
み
、
ふ
り
分
け
読

み
等
を
行
い
、
集
め
た
情
報

を
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

○

集
め
た
情
報
の
背
景
や
原

因
・
理
由
を
考
え
な
が
ら
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

全
体
構
造
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

分
類
・
整
理
し
た
情
報
を
効

果
的
に
関
係
付
け
る
。

○

集
め
た
情
報
か
ら
必
要
な
も

の
を
目
的
に
応
じ
て
取
捨
選

択
し
た
り
、
軽
重
を
考
え
た

り
で
き
る
。

○

集
め
た
情
報
を
批
判
・
分

類
・
整
理
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
背
景
や
原
因
等
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

情
報
に
は
光
の
部
分
と
陰
の

部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

そ
れ
ら
を
弁
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○

メ
デ
ィ
ア
か
ら
目
的
や
意
図

に
応
じ
て
全
体
を
見
通
し
た

整
理
が
で
き
る
。

○

文
章
や
表
、
グ
ラ
フ
等
か
ら

必
要
な
情
報
を
関
係
付
け
て

把
握
で
き
る
。

○

観
点
に
応
じ
て
幅
広
く
情
報

を
収
集
し
、
情
報
源
ご
と
に

関
連
付
け
て
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

高

学

年

◎
自
力
学
習

・
児
童
が
創
る
学
習

・
相
手
の
立
場
尊
重

・
繰
り
返
し
段
階
学
習

・
交
流
学
習

等

◎
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
正
確
性

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
る
。）

・
五
感
駆
使

・
言
語
運
用
力

・
場
に
即
し
た
対
応

・
正
し
い
価
値
判
断
、
選
択

等

◎
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
的
確
性

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
的
確
に
伝
え
る
。）

・
情
報
根
拠
把
握
と
連
結
力

・
真
実
・
真
理
の
弁
別
発
見
力

・
複
眼
的
思
考

・
複
数
教
材
・
素
材
の
読
解
力

・
思
考
の
再
構
成

等

◎
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
明
確
性

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
的
確
に
伝
え
る
。）

・
説
得
的
事
実

・
文
・
文
章
相
互
の
連
結

・
論
理
的
伝
達

◎
豊
か
な
感
性
・
人
間
力

・
感
動

・
寛
容

・
共
感

・
誠
実

・
想
像

・
誠
意

・
協
力

・
創
意

・
美
醜

・
精
進

・
連
想

・
奉
仕

・
鍛
錬

・
着
想

・
敬
愛

・
努
力

・
尊
敬

・
謙
虚

・
崇
拝

・
兄
弟
愛

・
親
子
愛
・
目
標

・
創
造

等

表
４

小
学
校
で
の
指
導
事
項
の
学
年
系
統

「
説
明
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
内
容
生
成
に
関
わ
る
学
年
系
統
表
（
試
案
）
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４ 論理的説明力を育成するため
のスキル学習の重要性と授業
の構想

論理的説明力を育成するために重要な

学習指導の中にスキル学習指導がある。

特に読解スキル，作文スキルなどといっ

た，いわゆる思考スキルなどは，児童の

学力を伸ばす上で重要であると考えてい

る。作文に例をとれば，作文のスキルを

とりだして学習させることにより，書く

力をつけさせ，そこで習得した内容を単

元作文学習や日常の自由作文などに波及

応用させていくのである。このように，

いわばスキル指導と実作指導の二本立て

で指導をすることがきわめて大切だと考

えている。しかし，教育哲学者の宇佐美

寛氏（１９７３年）はこのスキル学習指導に

対して手厳しい批判をしている。宇佐美氏によれば，

「スキルというのは思考のプロセスそのものではな

く，できあがった結果を一定の視点から抽象して名

付けたものである。したがって視点が違えば別のス

キルを抽出することも可能であるし，またそこに掲

げられているスキル以外にもさまざまなスキルがあ

りうる。ところがスキル学習では，そのたくさんあ

る中で，その論者の視点に合うものだけを選び出し，

それを絶対化してしまうおそれがある。しかも単な

る名付けであって，現実の思考そのものではないと

いうことを忘れて，その名付けに見合う実体がある

かのような錯覚を起こさせる。これは一種の言語主

義だ。したがって，そうしたスキルをとりたてて教

えても思考力がつくわけではなく，実際に文章を書

いていく過程で，内容に即した形でのみスキルは問

題にすべきである。」というのである。８）

この宇佐美氏の「スキル学習論」については賛否

両論がある。特に「スキル学習では，そのたくさん

ある中で，その論者の視点に合うものだけを選び出

し，それを絶対化してしまうおそれがある。」とい

う氏の論には頷ける面がある。確かに指導者の視点

でその部分だけを取り上げ，考えさせる訳だから，

現実問題を解決するための思考だとは言えないであ

ろう。しかし，基底としてふまえておかなければな

らないことは，国語教育の目標である児童の言語能

力を育成するため，限られた授業時間内で効率的な

指導を行わなければならないということである。ス

キルの取り立て指導もその少ない指導時間の中から

考えられているのである。作文スキルで重視してい

ることは，「どのように書くか」という「書き方」

に重点を置いている。したがって，ここでは，対象

認識の仕方は問わない。この点が宇佐美氏が指摘し

ているとおり，作文スキルには欠落しているのであ

るが，大切なことはスキルをただのテクニックとし

てとらえるのではなく，学年系統に則って，具体的

な指導内容と結びつけてこそ，生きたものになると

いうことである。例えば小学校三年生への接続語指

導を行うためのスキル学習指導を行うとき，次のよ

うな問題を投げかけたとする。「雨がふりだした。

，運動場に出て行った。」このとき，おそらく

ほとんどの児童は，「しかし」という接続語を書く

に違いない。その後，その前段に次のような文章を

書き加えるとすればどうであろう。「理科の勉強で

は今，雨水の流れ方の勉強をしている。雨がふりだ

したとき，運動場の雨水はどのように流れていくの

かを調べるのだ。みんな，早く雨がふったらよいの

に，と思っていた。すると，やっと今日になって，」

すると，とたんに児童の反応は変わってくるにち

がいない。そして，ここでは「だから」が正しい接

続語だということになるのである。このような学習

を行うことによって，児童はスキル問題だけでは判

断できかねる場面が考えられるのだということを習

得するとともに，内容を一切考えずに機械的・形式

的にしたのでは意味の無いことを学ぶのである。

図１ 低学年スキル学習指導例

～５W１Hあそび～
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これが筆者の考えているスキル

学習はただのテクニック学習では

ないということである。あくまで

も文脈の中でのスキル学習が大原

則であることを忘れてはならない

のである。では，論理的説明力育

成に寄与するために低学年，中学

年，高学年別スキル学習指導例を

紹介する。これらの指導例は小学

校の各学年段階における「書くこ

と」領域，とりわけ「説明文を書

く力」育成に関わって重要なポイ

ントに焦点化したものにする。

� 低学年で重視したい一文意識

を培うスキル学習指導

低学年では「語と語との連接関

係意識の醸成」や「自分の考えが明確になるよう

に順序性を考えて簡単な組み立ての文章を書く」

ことが重視される。つまり，一文が成立するため

には主語，述語の照応関係や修飾語，被修飾語の

関係等をふまえながら，相手に伝わる一文につい

ての認識を深める学習が重要となる。この一文意

識が学年発達段階に応じて，文の連接関係意識，

段落の連接関係意識へと発展していくことになる。

それだけに，低学年段階では一文の大切さを十分

に意識させ，学び取らせることが重要となる。同

時に自分の考えを的確に相手に伝えるためには，

「いつ」「だれが」「なぜ」「どこで」「どのよう

に」「なにを」を適切に書くような力を育成する

ことも重要となる。低学年児童は感情の先走るこ

とが多く，このような観点から書くことの大切さを

忘れ，文脈のない単語を並べることが多い。したがっ

て，折に触れ，図１のような５W１Hスキル学習を

位置づけるようにすることが大切である。

〈小学校１年生，５W１Hスキル学習指導例〉

全員に一枚ずつカードを配布し，その後，学級児

童を６つのグループに分ける。それぞれのグループ

ごとに同じテーマで個人個人が違う言葉を書く。そ

の後，遊び広場に各グループごとに一枚ずつカード

を出して遊ぶ。おかしな文になったり，正しい文に

なったりして，遊び心を喚起される遊びである。こ

のような遊びを通して，一文意識を醸成したり，落

ちのない文にするためには５W１Hを正しく書くこ

との大切さに気付いたりすることができるのである。

� 中学年で重視したい簡単な文章構成法育成のた

めのスキル学習指導

説明文を書かせる上で最も重要な論理的思考力を

培うスキル学習指導である。この力を児童に身に付

けさせることは，今後の論理的思考力を育成する指

導や場面において重要なポイントとなる。ここでは

小学校３年生で実践した文章構成法である文を活用

した事例を紹介する。このようなスキル学習指導は

また，単元学習指導を行う際にも波及応用できるも

のなので，じっくり時間をかけて個々の児童に指導

内容を十分納得させたいものである。このスキル学

習指導は文章構成意識や段落意識をもたせるととも

じ
ゅ
え
き

カ
ブ
ト
ム
シ
は
、
よ
く
林
の
中
の
木
に
と
ま
り
、
樹
液
を
す
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
へ
、
同
じ
え
さ
を
ね
ら
っ
て
、
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
他
の
昆
虫
が
や
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
こ
づ
な

木
の
上
で
え
さ
を
取
り
合
い
、
戦
う
と
き
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は
横
綱
の
よ
う

こ
ん
ち
ゅ
う

に
強
く
、
他
の
昆
虫
は
な
か
な
か
か
な
い
ま
せ
ん
。

で
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
木
の
上
で
の
戦
い
に
強
い
理
由
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

一
つ
目
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は
ど
の
く
ら
い
力
も
ち
な
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
カ
ブ
ト
ム
シ
は
、
昆
虫
の
中
で
も
、
特
に
力
も
ち
で
す
。
カ
ブ
ト

ム
シ
に
糸
で
重
り
を
つ
け
、
引
っ
張
ら
せ
て
み
る
と
、
自
分
の
体
の
二
十
ば

い
の
物
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引
っ
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
の

二
つ
目
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
角
は
ど
の
よ
う
な
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
を

て
き

ぶ

き

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
角
は
カ
ブ
ト
ム
シ
が
敵
と
戦
う
と
き
の
武
器
に
な
り

ま
す
。
他
の
昆
虫
と
え
さ
を
取
り
合
う
と
き
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は
、
長
い
角
で

相
手
を
す
く
い
あ
げ
、
木
の
下
へ
と
投
げ
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
。

三
つ
目
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
足
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
カ
ブ
ト
ム
シ
の
足
は
、
太
く
、
先
に
鋭
い
つ
め
が
つ
い
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
木
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
重
い
物
を
動
か
す

と
き
も
、
敵
を
投
げ
飛
ば
す
と
き
も
、
こ
の
が
ん
じ
ょ
う
な
足
で
し
っ
か
り

と
木
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
は
木
か
ら
落
ち
ず
に
、
相
手
だ

け
落
と
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は
、
強
い
力
と
、
角
と
い
う
武
器
と
、
が
ん

じ
ょ
う
な
足
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
木
の
上
で
の
戦
い
に
強
い
の
で
す
。

よ
こ
づ
な

表
５

木
の
上
の
横
綱
、
カ
ブ
ト
ム
シ

よ
こ
づ
な

表
６

「
木
の
上
の
横
綱
、カ
ブ
ト
ム
シ
」の
文
章
構
造
図
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に，段落相互の関係を把握させるために取り上げる

指導である。指導方法としてはまず，モデル説明文

を提示し，その文章構成を考え合うようにさせる。

構成を考えさせるためには「導入」「展開」「終末」

意識をもち，それぞれ段落構成を考えるようにさせ

る。そして，段落相互を関係付けるために重要なの

は接続語だということに着目させたい。その後，段

落相互を結びつけるための接続語について考え合う

ような指導を試みる。

〈小学校３年生，文章構成モデル文提示によるスキ

ル学習指導例〉

モデル文としては表５の説明文「木の上の横綱，

カブトムシ」を提示し，文章構成方法を話し合いに

よって分析するのである。そして，生み出させたい

文章構成は表６のように整理する。

つまり，「導入」は「木の上でえさを取り合い，

戦うとき，カブトムシは横綱のように強い。」であ

る。そしてその理由が「展開」の中で述べられてい

る。「導入」から「展開」への橋渡しとしては「で

は～考えてみましょう。」という言葉で段落を接続

していることが分かる。読み手は展開段階での内容

の方向性をもつことができるのである。強い理由と

しては３つ掲げられ，それぞれ「一つ目に」「二つ

目に」「三つ目に」という接続語で段落相互の結び

つきが図られている。「終末」では「このように」

という「まとめ」の言葉が書かれている。読み手は

この言葉から，筆者の考えを整理した文章が後に述

べられることを予想することができるのである。

このモデル作文は論理的文章構成をイメージさせ，

ここでの習得を他の文章に応用・波及させていく上

でとても効果的なスキル学習指導事例である。

� 高学年で重視したい層的論構成法育成のための

スキル学習指導

論理的説明文を書く上で高学年児童に要求されて

いることは「自分の考えを明確にし，具体例や理由

などの根拠を示しながら説得の論理を展開できる

力」である。無意識や無自覚な思考による文章展開

や主張は，読み手に理解されることはないし，自己

を深めることもできない。読み手を理解させ，納得

させるためには思考を筋道立てて組織することが重

要となる。それが論理的思考であり，そのための理

路整然とした組織力・構成力が必要なのである。

筆者は高学年指導においては表７に示しているよ

うな点に留意した指導を行うことが必要であると考

えている。

高学年におけるスキル学習指導の重点として是非，

指導しておきたいことは「ロジックツリー的スキル

学習」である。この方法は思考を層としてとらえて

いくところに特徴がある。高学年児童の構想指導法

として活用されることがあるが，有効な手法だと考

えている。

表７ 高学年で要求される論理的説明力の指導内容

� 「その理由は～」「比較すると～」「その関係は～」等
を意識的に使わせるようにする。
・「その理由は（なぜなら）～」「例えば～」「もし～」「実
際に～」「比較すると～」「その関係は～」等の言葉を
積極的に使うよう指導する。
これらの言葉を意識して使うことが既習事項や経験等と
つなげて考えるきっかけとなり，必然的に思考力，判
断力をはぐくむことができるであろう。このことはま
た，論理的説明力の育成にもつながる。

� 思考し判断したことを文末表現として明確にする。
・「～の条件や要素が重要です・」「～の点がよいで
す。」「～を私は提案します。」など，自分が考えたこ
とや判断したことが自分の言葉で表現できるようにす
る。

� 自分の考えや説明する内容等を自分の言葉や図表，数
式，グラフ等で表現する。
・自分なりに説明内容を考え，説明内容を具体的に表現
し，理解する。
・納得してもらうために，現物や図表，数式，グラフ等
を活用して実際にスキル学習をする。その後，グルー
プや全体でより具体的に説得できる内容にすべく，吟
味する。

表８ 層として想深化を目指す

ロジックツリー的スキル学習指導例
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〈小学校６年生，思考を層として深化させるスキル

学習指導例〉

書き手は各種情報を収集して整理するとともに，

まず，自分なりの結論を決定することが大切である。

この結論があやふやであれば相手の心に届く説明文

にはならない。結論が決まれば第一層で，その「説

得理由」を整理することになる。理由は少なくとも

３つは用意しておきたい。また，それぞれの説得理

由を支えるものとして第二層の「事例」を準備する

のである。ここでは事例を二つずつ用意しているが，

表９ 説明文の「想を構える」の学年発達系統

－小学校学習指導要領を基にして－

○第１学年及び第２学年
・相手や目的を考えながら，説明文を書くこと。
・書こうとする題材に必要な事柄を集めること。
・自分の考えが明確になるように順序性を考えて簡単な
組み立てを考えること。
・語と語，文と文との続き方に注意して書くこと。
○第３学年及び第４学年
・相手や目的に応じて，説明文を適切に書くこと。
・書く必要のある事柄を収集したり選択したりすること。
・自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考
えること。
・書き終えた説明文を振り返り，よいところを見付けた
り，間違いなどを修正したりすること。

○第５学年及び第６学年
・目的や意図に応じて，自分の考えを理解してもらえる
ように書くこと。
・文章全体をイメージし，書く必要のある事柄を整理す
ること。
・自分の考えを明確に表現するため，文章全体の組み立
ての効果を考えること。
・事象と感想，意見などとを区別するとともに，目的や
意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。
・表現の効果などについて確かめたり工夫したりするこ
と。

表１０ 小学校中学年における指導事項

ア 関心のあることなどから書くことを決め，時手や目的
に応じて，書く上で必要な事柄を調べること。
イ 文章全体における段落の役割を理解し，自分の考えが
明確になるように段落相互の関係などに注意して文章を
構成すること。
ウ 書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応
じて理由や事例を挙げて書くこと。
エ 文章の敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。
オ 文章の間違いを正したり，よりよい表現に書き直した
りすること。
カ 書いたものを発表し合い，書き手の考えの明確さなど
について意見を述べ合うこと。

〈学習指導案の中に次の観点から，授業者の授業意図
を明記する。〉

１ 論理的説明力を育成するためのポイントの明確化
● 授業ポイントの観点は次の４つとする。
� 児童にとって切実感のある単元とするための手立
て
� 単元との出会わせ方はどうするか。
� 単元内容を児童の身近な問題として，いつも考え
させるための手立て
� 論理的に書こうとする意識を高揚させるための手
立て

２ 単元学習指導案には次の観点を明記
� 単元の目標は「価値目標」「技能目標」「行動目
標」の三点を明記する。
・授業者は，論理的な説明文を書くという言語行動
を行わせることによって，児童にどのような目標
とする姿を現出させようとするのかを明記する。

� 学習指導計画は「わかる段階」「かわる段階」「で
きる段階」という段階を位置づけ，それぞれの段階
で指導のステップを行うようにする。
・「わかる段階」とは「学習のめあてと進め方がわ
かるという段階」，
・「かわる段階」とは「追究活動を行い，理論的に
書く方法を模索するとともに，書く方法や考えを
見付ける段階」
・「できる段階」とは，「書き方や新しい考え方など
を生かして，文章表現できる段階」である。

� 言語の基礎的技能，言語活動の基本的能力，言語
の統合発信力を明記する。
・「言語の基礎的技能」とは「学習指導要領の言語
事項」の部分であり，「言語活動の基本的能力」，
「言語の統合発信力」を支える技能である。
・「言語活動の基本的能力」とは，「読む・聞く」「話
す」「書く」などの言語活動を行うことによって，
小学校学習指導要領に記されている指導事項を身
に付けた学力のことである。
・「言語の統合発信力」とは，基礎的技能と基本的
能力とを波及・応用する力である。換言すれば，
実生活に生きて働く力のことである。また，充実
した人生にするために価値ある情報を共有し，人
間関係力を深める力でもある。

� 評価の位置づけ
・今までの書いたものを見直し，相手意識に立った
とき，何をどう見直す必要があるのか，見直した
結果，どうすれば相手が理解し，納得してくれる
のか等の基準を定め，評価していくことは大切な
ことである。

図２ 論理的説明力を育成するための

学習指導案作成の観点
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内容によってその数は変動することになる。児童に

はスキル学習を行う際には，表８の図を使って考え

させるようにする。例えば，「こづかいは必要か」

という例題を提示する。この例題に対して，児童は

それぞれの結論を書く。そして，第一層では，説得

理由を三つ書き，第三層で事例を書くというように

学習は進む。その後，簡単な説明文を書くようにさ

せるのである。このような学習を通して，児童は事

実根拠を明確にした文章構成の必要性に気付くとと

もに，論理的説明文を書くための「想を構える」こ

との大切さを実感することができるのである。

５ 論理的説明力を育成するための単元学習
指導

� 論理的説明力を育成する単元学習指導のねらい

「書くことは考えることである」とはよく言われ

ることである。児童は「書くこと」によって対象を

よく観察し，深く考え，感受性を鋭くする。また，

改めて自らの個性や特性と向き合い，言葉を媒介と

して自然や社会の状況とも関わっていく。「書くこ

と」によって，自分らしい考え方や感じ方と出会い，

自分がどのような思考や認識の型や方法をもってい

るのかに気付かされるのである。児童のものの見方

や考え方・感じ方を深めていく上で「書くこと」の

意義は大きいといわれる所以である。また，「書く

こと」は他人を意識することでもある。自分の思い

を相手に正確に，的確に，明確に伝えるためには，

相手はどんな人なのか，どんな言葉を選べばよいか，

どんな筋道を立ててかけばよいか等々を考えなけれ

ばならない。とりわけ説明文を書く必要に迫られれ

ば，相手に理解してもらう必要がある。君の言うと

おりだと納得してもらわなければならない。いわゆ

る論理的説得の論調が要求されるのである。した

で き る

課題解決・評価・新課題発見過程
か わ る

課題追究・自己実現・変革の過程
か わ る

課題追究・自己実現・変容・変革の過程

２ １ １（本時） １ １
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がって，「想を構える」ことが重要となる。この「想

を構える」という指導内容について，小学校では学

年発達段階をふまえ，表９のような指導のねらいを

もって実践することが大切となる。

論理的説明力を育成するためには，前述したスキ

ル学習指導と単元学習指導との両輪指導が重要であ

ることはすでに論述したとおりであるが，ここでは

児童の論理的説明力を育成するためには，どのよう

な単元展開を企図し，どのような一単位時間を構想

すればよいのかについて論を進めることとする。

� 論理的説明力を育成する小学校３年生における

単元展開の構想

論理的説明力の育成に焦点化した学習指導案を作

成するに当たっては，図２のような視点を設けた

い。９）

ここでは，小学校３年生において論理的説明力を

育成するためにどのように単元展開をおこなえばよ

いのかについて述べることとする。中学年における

指導内容についてはすでに述べたが，小学校学習指

導要領を分析すると表１０に示しているような指導内

容が浮き彫りになる。

つまり，キーワードは「段落意識」「中心意識」

の醸成であり，相手や目的に応じて「よりよい表現

に書き直す」などという，いわば推敲する力の育成

が重要となる。

単元「掃除の手順を説明し合う」を例として挙げ

ながら授業を構想する。単元展開は表１１のように設

定する。

掃除班は学期交替にしているが，掃除班が替わる

たびに手順が分からなくなってしまう。そのため，

合理的に掃除をすることができず，時間内に終わら

なかったり，いやになり集中できなくてふざけてし

まったりなどという姿がみられるようになる。その

ため，まじめに努力している児童から不満の声があ

がってきたのである。－このような生活上の問題が

生じて，本単元が設定されたのである。そして，グ

ループごとに話し合い，第一次原稿を書き，グルー

プ発表を行うというように学習を展開していくこと

になる。

本時の想定場面としては，「相手意識に立ち，何

を，どのように表現すればうまく伝わるのか」につ

いて学習をし，改善の視点発見と，その見通しをも

つ場面とする。ここではモデル作文を提示し，児童

の意識の変容を促すようにしたい。

� 本時の授業構想と比較思考をさせるためのモデ

ル作文の提示

中学年児童の特徴として考えられることは「ギャ

ングエイジ」という言葉に代表されるように，低学

年での自己中心的意識・行動から，グループ意識が

徐々に強くなってくる時期にあるといえるであろう。

したがって，まだ相手意識に立つことができずに自

分の感情のおもむくままに書き綴る傾向が強い。前

時までには各グループごとに掃除の手順を書いてい

るものの，各グループはそれぞれ自己のイメージに

よって書き進めているために，読み手がイメージで

きずに戸惑ってしまうことが想定される。そこで，

本時は「読み手を意識せずに書いた作文」と「相手

意識に立って書いた作文」とを比較させることによ

り，「読み手は何を知りたいのか」「なぜ知りたいの

か」「どんな内容を書かなければならないのか」な

三

学
習
指
導
計
画

わ か る

課題設定・方法決定過程
過程

１ 時

�

日
記
、
掃
除
ア
ン
ケ
ー
ト
、

掃
除
の
写
真
か
ら
気
づ
い
た

こ
と
を
話
し
合
い
、
学
習
問

題
を
つ
く
る
。

学

習

活

動

・
友
達
の
日
記

を
読
む
こ
と
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
理

解
す
る
こ
と
。

基
礎
的
技
能
指

導

事

項

・
日
記
に
書
か

れ
て
あ
る
問

題
点
を
書
く

こ
と
。

・
掃
除
ア
ン

ケ
ー
ト
や
写

真
を
見
て
、

気
づ
い
た
こ

と
を
書
く
こ

と
。

基
本
的
能
力

・
行
っ
て
み
た

い
言
語
活
動

を
交
流
す
る

こ
と
。

統
合
発
信
力

・
行
っ
て
み
た
い
言
語

活
動
を
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
学
習
問
題
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

評

価

表
１１

論
理
的
説
明
力
を
育
成
す
る
単
元
学
習
指
導

―６１―



で き る
評価・新課題発見過程

か わ る
課題追究・自己実現・変容・変革の過程

ジ ャ ン プ ス テ ッ プ

３

本
時
学
習
の
成
果
を
ふ
り
か
え
る
。

�
本
時
学
習
の
ふ
り
か
え
り
を
書
く
。

�
ふ
り
か
え
り
を
発
表
す
る
。

�
次
時
の
学
習
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

�
改
善
の
視
点
に
そ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
発
表
内
容
を
見
直
す
。

・
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

る
か
否
か
を
確
か
め
合
う
。

・
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
仕
事
の
う
ち
、

根
拠
を
示
さ
な
く
て
よ
い
部
分
（
共
通
理

解
が
図
ら
れ
て
い
る
部
分
）
と
、
根
拠
を

示
す
べ
き
部
分
と
に
分
け
る
。

�
改
善
の
視
点
を
話
し
合
う
。

・
モ
デ
ル
Ａ
の
よ
さ
（
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
納
得
で
き
る
等
）
を
話

し
合
う
。

・
改
善
の
視
点
（
な
ぜ
そ
う
す
る
こ
と
が
よ

い
の
か
を
く
わ
し
く
説
明
す
る
。）
を
ま

と
め
る
。

・
本
時
学
習
の
ふ
り
か

え
り
を
書
く
こ
と
。

・
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
の
第
一
次
原
稿
を

音
読
す
る
こ
と
。

・
モ
デ
ル
Ａ
に
示
さ
れ

て
い
る
、
根
拠
の
部

分
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
引
く
こ
と
。

・
改
善
の
視
点
を
書
く

こ
と
。

・
め
あ
て
に
そ
っ
て
、

自
分
の
変
容
、
変
容

の
契
機
と
な
っ
た
友

達
の
発
言
等
を
交
え

な
が
ら
ふ
り
か
え
る

こ
と
。

・
根
拠
を
示
す
べ
き
部

分
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
。

・
根
拠
の
妥
当
性
を
吟

味
す
る
こ
と
。

・
根
拠
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
期
待

さ
れ
る
か
を
見
つ
け

る
こ
と
。

・
改
善
の
視
点
を
端
的

に
ま
と
め
る
こ
と
。

・
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ま
じ
え
て
、
本

時
学
習
の
ふ
り
か
え

り
を
発
表
す
る
こ
と
。

・
根
拠
を
挿
入
し
た
り
、

妥
当
性
を
吟
味
し
た

り
し
て
、
第
一
次
原

稿
に
書
き
加
え
る
こ

と
。

・
見
つ
け
た
効
果
を
発

表
す
る
こ
と
。

・
ま
と
め
た
改
善
の
視

点
を
発
表
す
る
こ
と
。

Ａ
改
善
の
視
点
に
そ
っ

て
、
見
直
す
べ
き
内

容
を
的
確
に
選
択
し

て
お
り
、
第
二
次
発

表
原
稿
作
成
の
見
通

し
を
も
っ
て
い
る
か
。

Ｂ
選
択
し
て
い
る
が
見

通
し
が
な
い
。

Ｃ
選
択
で
き
て
い
な
い
。

◎
グ
ル
ー
プ
は
掃
除
班

の
五
、
六
人
で
編
成

し
て
お
く
。

◎
机
間
指
導
で
、
根
拠

の
妥
当
性
に
つ
い
て

助
言
す
る
。

☆
根
拠
の
有
無
や
妥
当

性
を
視
点
に
一
次
原

稿
の
各
段
落
の
内
容

を
吟
味
し
て
い
る
か
。

◎
子
ど
も
の
考
え
を
敷

衍
し
な
が
ら
、
改
善

の
視
点
を
板
書
す
る
。

☆
根
拠
を
示
す
と
、
相

手
に
分
か
り
や
す
く

伝
わ
り
、
目
的
の
達

成
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
て

い
る
か
。

個一
斉

グ
ル
ー
プ

一
斉

―６２―



１

本
時
の
目
標

�

価
値
目
標

・

掃
除
の
手
順
だ
け
で
な
く
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
や
仕
事
の
順
序
の
意
味
づ
け
を
理
解
し
、
効
率
的
な
掃
除
の
手
順
の
よ
さ
を
実
感
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

技
能
目
標

・

モ
デ
ル
の
比
較
か
ら
、「
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
行
う
の
か
。」
と
い
う
理
由
や
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
話
の
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

行
動
目
標

・

発
表
原
稿
に
理
由
や
根
拠
を
付
け
加
え
て
、
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か わ る
課題追究・自己実現・変容・変革の過程 わ か る

目的設定・方法決定過程・学習過程

ホ ッ プ

２

課
題
を
解
決
す
る
。

�
提
示
さ
れ
た
発
表
内
容
の
モ
デ
ル
を
読
ん

で
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
合
う
。

・
Ａ
（
仕
事
と
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

る
。）
と
Ｂ
（
仕
事
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
が
な
い
。）
の
ど
ち
ら
の
モ
デ

ル
が
分
か
り
や
す
い
か
発
表
す
る
。

・
モ
デ
ル
Ａ
と
モ
デ
ル
Ｂ
を
比
較
し
て
、
見

つ
け
た
相
違
点
を
書
き
、
発
表
す
る
。

１

学
習
課
題
と
学
習
方
法
が
分
か
る
。

�
前
時
の
ふ
り
か
え
り
を
発
表
し
合
う
。

�
本
時
学
習
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
そ
の
た
め

の
方
法
を
話
し
合
い
、
本
時
の
め
あ
て
を

つ
く
る
。

め
あ
て

そ
う
じ
の
手
じ
ゅ
ん
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
つ
た
え
る
た
め
に
、

話
の
な
い
よ
う
を
見
な
お
そ
う
。

学

習

活

動

・
提
示
さ
れ
た
モ
デ
ル

を
音
読
し
た
り
、
黙

読
し
た
り
す
る
こ
と
。

・
前
時
学
習
の
ふ
り
か

え
り
を
発
表
す
る
こ

と
。 基

礎
的
技
能 指

導

事

項

・
Ａ
と
Ｂ
の
モ
デ
ル
が
、

同
じ
区
域
の
、
同
じ

手
順
と
い
う
共
通
点

を
見
つ
け
る
こ
と
。

・
Ａ
に
は
根
拠
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
Ｂ
に

は
な
い
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
。

・
学
習
課
題
と
学
習
方

法
が
分
か
る
こ
と
。

基
本
的
能
力

・「
Ａ
に
は
〜
と
あ
る

が
、Ｂ
に
は
な
い
。」

と
、
比
較
の
思
考
を

顕
在
化
さ
せ
な
が
ら

発
表
す
る
こ
と
。

・
前
時
の
ふ
り
か
え
り

の
す
べ
て
を
発
表
す

る
の
で
は
な
く
、
本

時
の
学
習
課
題
と
な

り
得
る
部
分
を
適
切

に
選
ん
で
、
発
表
す

る
こ
と
。

統
合
発
信
力

◎
モ
デ
ル
Ｂ
↓
モ
デ
ル

Ａ
の
順
に
提
示
す
る
。

◎
モ
デ
ル
Ａ
と
モ
デ
ル

Ｂ
の
相
違
点
を
書
か

せ
る
。

☆
モ
デ
ル
Ａ
と
モ
デ
ル

Ｂ
の
共
通
点
や
相
違

点
を
的
確
に
指
摘
し

て
い
る
か
。

◎
前
時
の
学
び
の
あ
し

あ
と
を
提
示
す
る
。

☆
前
時
の
ふ
り
か
え
り

や
、
本
時
行
っ
て
み

た
い
言
語
活
動
を
積

極
的
に
発
表
し
て
い

る
か
。

◎
指
導
・
支
援

☆
評
価

個一
斉

一
斉

学
習
形
態

表
１２

本
時
一
単
位
時
間
の
授
業
構
想

本
時
指
導
の
実
際
（
４
／
７
時
間
）
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どといった，いわば読み手意識に立った問題解決的

思考を促す。また同時に，読み手に自分たちなりの

言葉を使って理解できるような説明文を書くことの

大切さに気付かせるようにする。本時は表１２のよう

に構想し，展開するようにする。

� 本時の授業構想

表１２のように，本時は各グループ作成の「掃除の

手順」を発表することから出発する。その後，質問

タイムを設定する。ここでは児童達からいろいろな

「伝わってこない声」が出されることであろう。「な

ぜ，その場所に集まらないといけないのか。」「一方

通行でないといけないのはなぜか。」「なぜ，となり

の人を追い越してはいけないのか。」などなどの声

は，読み手意識に立って読んだからであり，ここで，

児童は読み手を意識することの大切さに気付くこと

になる。しかし，次に考えなければならないことは，

「どのように書けば，読み手に伝わる作文になるの

か。」という書き方への意識転換である。

ここでは，表１３のような二つのモデル作文を提示

し，比較させる方法をとることにする。

� モデル作文による比較思考の場の設定

個々の思考を深めるためには，比較思考をさせる

ことが効果的である。ここでは，「読み手を説得さ

せるためには，行動の裏にある適切な根拠を書くこ

とが必要である。」ということを児童に理解させる

ことである。根拠があり，しかも，児童が納得でき

るからこそ論理的説明文になるのである。

ここでの学習により，児童は自分たちのグループ

が書いた作文を見直し，改善の視点を明らかにしな

がら第２次作文書きへと意欲的に立ち向かって行く

〈読み手意識に立っていない作文〉

午後１時４５分になったら，テレビの下にあつまって，あいさつをします。このとき，来てい
ない人がいてもさがしません。
はくときには，一人がゆか板一枚をうけもちます。また，はくときには，自分の左がわの人

をおいこさないように「します。
前はんぶんが終わったら，つくえをはこびます。ほうきはベランダがわのロッカーのところ

においておきます。つくえをはこび終わったら，後ろはんぶんをはきます。
ごみは，教室のいちばん後ろまではきます。後で先生がよこむきにはいて，ごみをあつめます。
先生がいないときは，ごみをまとめるやくをつくっておくとよいでしょう。
ごみは，そうじ道具入れのところでまとめます。
さいごに後かたづけです。ほうきをたづけるときには，もつところが下になるようにおきま

す。

〈読み手を意識して書いた作文〉

午後１時４５分になったら，はくスタートになる。テレビの下にあつまって，あいさつをしま
す。このとき，まだ来ていない人がいてもさがしません。さがしているうちに，そうじ時間が
終わってしまうからです。
はくときには，一人がゆか板一枚をうけもちます。てきとうにはいていると，はきのこしが

出て，きれいになりません。だから，一人ゆか板一枚ときめることにしたのです。そうすれば，
教室の全部をきれいにはくことができるのです。
また，はくときには，自分の左がわの人をおいこさないようにします。はくところが少しか

さなるようにすると，きれいにはけるからです。
前はんぶんが終わったら，つくえをはこびます。すぐに後ろはんぶんがはけるように，ほう

きはベランダがわのロッカーのところにおいておきます。つくえをはこび終わったら，後ろは
んぶんをはきます。ごみは教室のいちばん後ろまではきます。後で先生がよこむきにはいて，
ごみをあつめます。先生がいないときは，ごみをまとめる係をつくっておくとよいでしょう。
ごみは，そうじ道具入れの前でかためます。ここでまとめると，すぐにごみばこに入れるこ

とができるからです。
最後に後かたづけです。ほうきをかたづけるときには，もつところが下になるようにしてさ

げます。そうすると，ほうきが長もちするのです。

表１３ 本時授業で提示するモデル作文

比較して学び取る

―６４―



ことになる。

� 教師評価と児童の自己評価の場の設定

論理的な説明文にすることが相手に正しく伝わり，

理解や納得に導くことができるという意識はもって

も，児童は何をどうすればよいのかという具体的な

表現ができるところまでにはいたっていない。本時

の学習では自分たちの書いた第一次原稿を見直し，

問題点を発見するとともに，具体的な改善点を明ら

かにするところにある。そして，第二次原稿書きへ

と発展することになる。本時の教師の主たる評価の

観点は「本時の追究意欲」「価値目標」「技能目標」

「行動目標」とするが，筆者は児童に表１４のような

自己評価カードを提示することが大切だと考える。

教師は本時の目標を拠り所として，児童一人一人

は目標を達成できたか，問題を発見し，解決的思考

ができたか，自分なりの個性的思考はできているか

等を評価することになる。本時は第一次作文の問題

点を解決するために，モデル作文を比較・考察した

りしながら，より論理的説明文に近づいていくこと

ができるようにすることにある。

その際，表１４と関連づけて評価

作業をすることが重要である。

つまり，本時の学習を児童一人

一人が価値あるものとして受け

止めるように導かなければなら

ないということである。そのた

めに，ここでは「目的をもった

楽しい学習であったか」，「問題

点や解決方法を発見できたか」

「次時への見通しができたか」

「グループ学習の意義を自覚で

きたか」「他のグループから表

現上，参考になったことはあっ

たか」などといった観点から自

己評価活動ができるようにさせ

たい。児童はこの評価カード書

きを通して，本時学習を振り返

り，その価値を実感するととも

に，自己の成長を自覚すること

になる。

６ 終わりに

言うまでもなく，人間は言葉

を使って考える。言葉があるか

らこそ，心にあるものを相手に伝えることができ，

物事を認識することができ，想像の世界を繰り広げ

ることができるのである。この言葉を豊かに持ち，

自在に操る力を持つことは人間としての資質づくり

のためには大きな原動力となる。児童に言葉のもっ

ている力を自覚させるとともに，言語生活の向上を

図ることは国語教育の大切な使命である。日常の生

活の中で児童は周囲の人々と話をしたり，周囲の

人々に書いたりしている。その際のポイントとなる

ことは話や文章の内容が聞き手や読み手の理解を得

られるかということである。論理的に考えるとは，

相手の理解の筋道に立っていなくてはならない。換

言すれば筋道をたどる思考が相手と自己とが共有で

きているといってもよい。論理的に思考をすること

ができ，自分の考えを相手に正確・的確・明確に伝

える力を身に付けることは，広くいえば，社会に生

きる人間としての責任を果たすことにもつながると

いってよいであろう。

本研究では「書くこと」領域の中での「論理的説

きょうの学習をふりかえりましょう。
できたかな
チェック

（◎・○・△）

次にがんばりたい
こと

１
そうじを早く，きれいにしたいとねがっ
ていますか。

２
書いたそうじのてじゅんの問題点に気付
くことができましたか。

３
問題点に気付いたのは どのグループの
作文を読んだからですか。

４
モデル作文の二つは，あなたたちのグ
ループの作文をみなおすのにやくだちま
したか。

５
あいてに伝わるためのひみつが分かりま
したか。

６
この次は「そうじのてじゅん」が読み手
にわかるように書けそうですか。

７
読み手にわかるような そうじのてじゅ
んを書くのは楽しいですか。

８
グループで かんがえあうのは楽しいで
すか。

９
他のグループの作文を読んで，自分たち
の表現に取りこもうと思う内容がありま
したか。

表１４ 本時学習の児童自己評価内容
〈本時，活用する児童用の評価カード〉
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明力の育成」に焦点をあてた授業を構想してきた。

しかしながら，言葉を自在に操る力を育成するため

には「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ

と」という領域を相互に関連させながら授業を展開

することが必要となる。そうすることによって，そ

こで習得した内容を実生活に波及・応用させる力へ

と発展させていくことが可能となるのである。

現在，小学校の全国的国語研究を概観したとき，

「説明文の読解力研究」や「説明文を書く力の育成」

が圧倒的に多いように思える。そこでは，教材分析

の研究や指導展開法，発問のあり方（ゆさぶり発問

を含む）等々に力を入れていることが伺える。各領

域における「説明文」研究を否定するつまりはない。

それはそれで大切な研究である。しかし，児童が実

生活の中で波及・応用できる力を育成するためには，

領域にはこだわらずに，児童の意識の流れを想定し

た授業展開を考えることもまた，大切な研究だと思

うのである。当然のことではあるが，児童は領域を

考えて学習をするのではなく，生活の中にあるいろ

いろなものが学習材となり得るのであり，その意識

は「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」

が混在となり進行していくことが多い。冒頭，述べ

たように新学習指導要領では「話すこと・聞くこ

と」「書くこと」「読むこと」という３領域から構成

される総合的な言語能力であるとの立場に立ってい

る。したがって，児童の学習を支える立場にいる者

として，それぞれの領域を有機的に関わらせながら

授業を総合的に展開するように組織する必要がある。

これらは今後の研究課題である。

また，論理的説明力を育成するためには，国語科

の授業だけではなく，他教科とも関連させることが

重要である。そのためには，日常的な「○○くんは

今，～と言ったけれど，私は～が大切だと思います。

その理由は～」といった発言や，「○○さんの説明

に反対です。その理由は～がないからです。相手に

説明をし，分かってもらうためには，～といった根

拠のある事実を述べることが大切だと思います。」

などといった発言を自由に出し合える国語教室にす

ることが本当の意味で論理的説明力を育成すること

になる。習得した内容を学級生活の中で波及・応用

させたり，学級でよく発する，問題と思われる言葉

を学習の舞台に乗せたりしながら，論理的な説明方

法を形式的に学ばせるのではなく，それを求め駆使

しようとするような児童を育成することが大切とな

る。
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